
 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 20 号 

平成 26 年５月 

第25 号 

通信 
     

平成 27年 11 月 

地 域 づ く

 

り 

から瀬谷区を読み解く 

今、全国的に少子化・高齢化が進み、多くの地域で 
人口減少も始まっています。瀬谷区の場合はどのような 
傾向なのでしょうか？ 
地域で活動を行っていくためには、地域の実情を把握することが大切です。地域の活

動の中で得た情報は次の活動の展開のために大変重要ですが、客観的なデータを把握す
ることも地域の実情の把握や評価、今後の活動のヒントになります。 
今回の地域づくり通信では瀬谷区の人口をテーマに、人口減や高齢化、少子化という

課題について次号も含めデータを多角的に紹介します。 
２，３面では地区別の人口について紹介し、４面では区全体の人口に関する様々な側

面を紹介します。 

編集後記 
 
今回の号では、瀬谷区の人口の動きの基本的な数字を見てきました。

これだけでは物足りないという方もいらっしゃるかと思います。次号では瀬

谷区にはどこから転居してくるのか、瀬谷区からどこに転居するのか、それ

らを年齢別に分析するなど、より詳しく解説する予定です。 

 ？ 
地域づくり通信とは 

 住んでいる人が自分たちの街に愛着を持ち、暮らしやすい街

を作り上げていくためには、自治会・町内会、社会福祉協議会、

ＮＰＯなどをはじめとする地域で活動する団体がより積極的

に活動する環境づくりが重要となっています。地域づくり通信

は地域活動に役立てていただくため、各地区の活動事例や活動

のもとになるデータを紹介しています。 

Pick Up  Point! 

瀬谷区全体の傾向を見てみよう！ 

Point 
① 

市内からの転入も多いが、市外への転出がそれを上回る 

人口増減の内訳を見てみると、死亡が出生を上回る自然減が続いています。また、転出入を見ると、

市内の他区から瀬谷区への転入は瀬谷区からの転出を上回る傾向が続いています。一方で、横浜市外

へは転出超過となり、その数は市内からの転入を上回り、自然減と合わせて、毎年の人口減少の傾向

に結びついています。 

Point 

② 

市内でも高齢化が進んでいる一方で、子どもの割合も高い 

65 歳以上の人口が全人口に占める高齢化率は 25.5％で全市平均の 22.8％を３ポイント近く上回り、

全市の中でも高齢化が進んでいる地域です。一方で、14 歳以下の割合も高く、全市の中では５番目と

なっています。地域の活動は高齢者を対象としたものが多くありますが、子どもやその親を対象とした

活動の充実も必要と言えます。 

Point 

③ 

人口減少傾向が続くが世帯数は増加 

横浜市全体で単身世帯が増える中、瀬谷区は、まだまだ単身世帯よりも家族で暮らす世帯が多い

傾向があります。しかし、近年、世帯人員（ひと世帯の人数）の減少の兆候が見られ始めました。

瀬谷区の人口は５年連続で減少しており、５年間でなんと 1,947 人減少しています（1.5％減）。一

方、世帯数はほぼ連続して増加しており、この５年間で 844 世帯増（1.6％増）となりました。世

帯数は全市的に増えており、瀬谷区よりも人口減少率が著しい金沢区や栄区でも同様の傾向がみら

れます。この理由は高齢者世帯での配偶者の死去、就職や入学による子ども世代の転出、転入する

世帯構成が”一人暮らし”や”夫婦と子ども１人”など、世帯人員の少ない世帯が増えていることが原

因であると考えられます。 

【お問い合わせ先】 
瀬谷区役所 地域振興課 
地域力推進担当 
TEL ０４５（３６７）５７８９ 
FAX ０４５（３６７）４４２３ 
〒246-0021  
横浜市瀬谷区二ツ橋町 190 番地 
発行／平成 27 年 11 月 

１ ４ 

全世帯に占める世帯人数ごとの割合 瀬谷区の過去５年間の人口・世帯数推移 

※ これらの表は平成 22 年度国勢調査データを基に作成しました。 

※ 今回のデータは、原則として、毎年４月１日現在のものです。 

せやまる 

せやまる 

 

平成26年 平成27年 平成26年 平成27年

世帯数 54,967 55,199 1,623,606 1,638,946

人口 126,639 126,299 3,702,093 3,712,170

14歳以下 13.8% 13.6% 13.0% 12.9%

15～64歳 61.5% 60.9% 64.9% 64.3%

65歳以上 24.8% 25.5% 22.1% 22.8%

75歳以上 11.6% 12.1% 10.1% 10.5%

横浜市全体瀬谷区

瀬谷区と横浜市の統計データ比較 

※ 75 歳以上は 65 歳以上の内数 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

三ツ境、瀬谷第一 
～全市平均に近い年齢構成～ 

この２地区は世帯数が増えている 

一方で、人口は微減となっています。 

年齢構成も市平均に近く、瀬谷区の 

中では比較的若い人が多い地域です。 

昨年度 1年間の人口の増減や高齢化を地区別にみてみましょう！ 

本郷 
～人口、世帯の伸び率１位～ 

世帯数 83増、人口 134 人増で 

それぞれ伸び率が 2.2％、1.5％と 

全地区で一番高い伸び率となっています。  

相沢 
～瀬谷区平均に近い年齢別人口割合～ 

世帯数は増えているものの、人口は 

微減しています。年齢別の割合は区の 

平均に近く、高齢化はゆるやかです。 

 
 

瀬谷北部 
～町別では増減が目立つが、 

地区全体では大きな変動なし～ 

竹村町は 58 人増の一方、中屋敷一丁目で 

は 37 人減が目立つ。14歳以下の割合は全地 

区で 1位の高さです。 

 

 

宮沢 
～世帯数、人口ともに大きく減～ 

世帯数で 59、人口で 100 人減と 

なっており、宮沢一丁目の社宅の閉鎖が 

影響していると思われます。 

 
 

南瀬谷 
～世帯数は微減、人口は 104人減、 

高齢化が顕著～ 

65 歳以上の割合が 1.9％増と、 

他地区と比べ高くなっています。  

瀬谷第二 
～人口、世帯の増加数１位～ 

北新での 61 人増をはじめ、第二 

地区全体で 216 人増と、全地区で最も 

人口増の地域となっています。 

 

 

細谷戸 
～連合別では高齢化率区内一の傾向さらに～ 

世帯数、人口ともに微減。65 歳以上の割合が 

昨年比 0.8％増、75 歳以上も 0.6％増加し 

高齢化の傾向が一層強まっています。 

 
 

瀬谷第四 
～東野台は町別では高齢化率 1位～ 

東野台は、老人福祉施設があることや、 

宅地開発から 50年経っていることで 

65 歳以上が 45.4％と区内で一番高齢化が 

進んでいる町となっています。 
 

阿久和北部 
～人口の変動は少ないが、 

高齢化が区平均を上回る～ 

世帯数は５増だが、人口は 68 人減。 

65 歳以上及び 75 歳以上の割合が 

それぞれ 0.8％伸びており、全地区平均を 

上回っています。 

 

 

 

三ツ境
平成26年 平成27年

世帯数 4 ,115 4 ,134
人口 8,913 8 ,906

14歳以下 12.3% 12 .2%
15～64歳 63.7% 63 .1%
65歳以上 24.0% 24 .6%
75歳以上 12.0% 11 .9%

 

瀬谷第一
平成26年 平成27年

世帯数 3,042 3 ,060
人口 6,332 6 ,327

14歳以下 12.1% 11 .8%
15～64歳 65.1% 64 .8%
65歳以上 22.8% 23 .4%
75歳以上 12.0% 12 .2%

阿久和南部 
～大幅な人口減も目立つ～ 

・世帯数 53、人口 311 人と、それぞれ大幅な 

減となっています。人口減は全地区で１位。 

・阿久和南四丁目の人口 154 人減、 

阿久和西三丁目の 90 人減が目立ちます。 

 

 

２ ３ 

せやまる 

※ 表中の数値は、連合地区のエリアに該当する町の人口を基に算出しています。 

このため、連合未加入地区等の人口も含まれた数値になっています。 


